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ミュンヘン便り
　～卵の割り方と発明～

　先月の東京出張の折に知財関係の方々と食
事をする機会があり、その席で｢ヨーロッパ
に行ったとき、卵の割り方が違うので驚きま
した｣とおっしゃった方がおられました。こ
れは鋭いコメントだと思いました。確かにそ
うなのです。私も、招待された朝食の席でゆ
で卵を割ろうとして、友人にストップをかけ
られたことがあります。

　招待された朝食の席でまず印象的だったの
は、卵立てに立っている卵それぞれに、小さ
な帽子状の卵ウォーマーがかぶさっていたこ
と。紅茶のポットの保温のための大きなティ
ーポット用帽子ならば日本で見たことがあり
ましたが、各卵が卵用帽子をすっぽりかぶっ
て食卓に並んでいる光景はなんとも愛らしい
ものでした。その愛らしい食卓で、私は温か
いゆで卵を片手に持ち、きれいなビレロイ＆
ボッホのお皿に卵をぐりぐりと押し付けてま
さに殻を割ろうとしていたところ、すっと写
真の装置を差し出されたのであります。

　この写真の装置、次のように使います。
　ステップ１：帽子状になっている部分を卵
にかぶせる（写真１）
　ステップ２：上部の長い棒に沿ってスライ
ドする球状のおもりを一番上まで持ち上げま
す（写真２）。このとき、卵にかぶせた帽子
部分を卵に対して手でしっかり固定して、動
かないように注意します。
　ステップ３：帽子部分を固定した状態で、
球状のおもりを一番上の位置からすとんと落
とします（写真３）。このおもりの衝撃が卵
と接している帽子部分の縁に伝わり、縁に沿

った円形状のクラックが卵の殻に入ります。
　ステップ４：帽子部分をそっと持ち上げま
す。すると、帽子部分とともに、クラックよ
り上側の卵の殻がすっぽりと取れます（写真
４）。

　このようにして、優雅に卵の殻を割った
後、卵用スプーンで中身を頂きます。たとえ
固ゆで卵であっても、片手で裸の卵を持って
ぱくっとかじりついたりはしません。頂くと
きには、卵専用の小さい塩入れから少しずつ
塩を振り掛けるのをお忘れなく。

　ところが、実際にこの装置を使ってみる
と、なかなかうまくいきません。卵の殻がぽ
こっと取れなかったり、殻に入るクラックが
きれいな円形状ではなく、くしゃくしゃのク
ラックになったり、おもりを何回も落としす
ぎて殻が白身に食い込んだり。写真でお見せ
しているような見事な成果を得るためには、
いくつかコツがあります。例えば、おもりを
落とすのは１回だけ。２回以上おもりを落と
すと、卵の殻が壊れ過ぎてしまいます。おも
りの重さは、最上部の位置から一回落とした
時に、卵に最適なクラックが入るように調整
されているのです。卵にかぶせた帽子部分を
取る時にも、少しずつ動かしながら、卵の殻
が帽子部分についてくるように微調整が必要
です。でも帽子部分の形状はきちんと計算さ
れていて、クラック上側の卵の殻をぽっこり
ととれるようになっているのです。

　んんん？重さの調整？形状の工夫？卵の殻
を確実に割る効果がある？なにやら特許的な
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匂いがしてきませんか？そう、友人宅にある
この卵割り装置、スイス特許を取得している
のです。それだけではありません。2004年の
ヨーロッパ弁理士試験の｢クレームドラフテ
ィング｣の部門（電気･機械）では、この卵割
り装置が特許請求の範囲を書くべき対象の発
明でした。私はこの試験問題を見たときには
まだ実際の装置を知らず、この装置はてっき
り試験問題用の架空の商品だと思ったのです
が、後に実在する装置であることを知ったの
です。

　ところで、ドイツ人たちがいつもこの装置
でこんこんと卵の殻を割っているわけではあ

りません。ただしこの装置がない場合であっ
ても、卵をお皿やテーブルに押し付けて割る
ことはしません。ちょんちょんとスプーンの
背でたたいてクラックを入れ、手で上部の殻
を少し取り、そこからスプーンを入れていた
だきます。たとえ固ゆで卵であってもね。
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